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概    要  





例の背景には SIRS の存在があり、その発症に関与する TNF-産生を抑制するためには、抗菌剤の併用
（minocycline および ciprofloxacin）が有効であり、救命率の改善に寄与することが示唆された。 





































剤(minocycline: MINO, doxycycline: DOX 等)の単
独投与での治療失敗例が多いが、早期のテトラサ
イ ク リ ン 系 薬 剤 と ニ ュ ー キ ノ ロ ン 系 薬 剤
(ciprofloxacin: CPFX)の併用例では救命例が報告
さている。研究代表者が事務局を担当する第 3 回
日本リケッチア症臨床研究会(2011 年 1 月大津開
催)にて、国内死亡例 3 例(Kodama et al, 2003: J 
Infect Chemother, 和田ら  2004: 感染症誌 , 
Nomura et al, 2007: Jpn J Infect Dis)の詳細が確
認された。全例、播種性血管内凝固(disseminated 
intravascular coagulation: DIC)を合併し、2 例は
多臓器不全に陥っていた。1 例は生前に確定診断が
ついていない症例で、2 例は 5 日および 2 日後に治
療が開始されていた。治療の内容は、1 例は MINO









(OX-2)由来 LPS 100g/ml により刺激したヒト単
球・マクロファージ系の THP-1 細胞は TNF 
(tumor necrosis factor)-を産生し、細胞上清に放
出する。その上清中の TNF-を ELISA にて経時
的に測定すると、産生のピークは 3～4hr 後に迎え






 multiplex suspension array を用いた MINO に
よるサイトカイン産生修飾に関する検討（緑膿菌
由来 LPS 10 g/ml 添加）では、TNF-の他、
interleukin (IL)-6, IL-8, interferon (IFN)-, 
interferon-inducible protein (IP)-10, monocyte 
chemoattractant protein (MCP)-1, macrophage 
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